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研究成果の概要（和文）：本研究では、学術の各専門分野において、専門科目授業を英語でおこなう （EMI, 
English as a Medium of Instruction）割合が増加してきた状況に鑑み、大きく次の３つについて、研究を進展
させてきた。①共通語としての英語 ②EMI参加者のモチベーション ③日本人英語の特徴や実態。研究が進展す
るうちに、英語化された授業の場（オンラインを含む）におけるコミュニケーションの問題が浮上し、授業参加
者に、英語を母語とする話者とそうでない話者が混在している場合、ネイティブ話者と非ネイティブ話者の調整
がおこなわれなければ、授業が円滑に進行しないということが明らかになってきた。

研究成果の概要（英文）：In light of the increasing proportion of specialized subject classes being 
conducted in English (EMI, English as a Medium of Instruction) in various academic fields, this 
research has progressed with three main areas of research: 1) English as a common language, 2) the 
motivation of EMI participants, and 3) the characteristics and realities of Japanese English. As the
 research progressed, communication problems emerged in English-language classes (including online),
 and it became clear that when class participants are a mix of native and non-native English 
speakers, classes will not proceed smoothly unless adjustments are made between native and 
non-native speakers.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、専門科目授業を英語でおこなう （EMI, English as a Medium of Instruction）形態について、特
に、質の保証を伴ったEMIの実現を可能にするため、「授業の質」と諸要素間の因果関係、相互作用などについ
て探究を深めた。英語化された授業の場（オンラインを含む）におけるコミュニケーションの問題が浮上した
が、コミュニケーション不全の問題は、授業に限らず、社会全体の言語使用や情報伝達の問題を解決する方策を
考える上でも、重要である。今後は、言語・文化全般にわたる課題の一現象と捉え直すことで社会的な貢献につ
いても追究していきたい。   

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
学術分野において、大学の教員･学生の国際間交流が増加の一途をたどっている。それに 
対応して、我が国の大学における専門科目授業を英語でおこなう（EMI、English as a 
Medium of Instruction）割合を高めていくことが不可欠である。専門科目授業の英語化 
に関しては、ESP（専門分野の英語、English for Specific or Special Purposes）の観点から、 
専門語彙の構築その他の取り組みが進められてきた。また、近年では、ELF (共通語として 
の英語、English as a Lingua Franca)の研究が、英語を母語としない話者による相互理解度 
の高い英語変種の構築を目指しており、その成果を（特に人文社会分野の）専門授業などに 
応用しようとする取り組みもでてきている。 
しかしながら、授業の英語化を真に達成できたと言えるためには、根本的な課題が残って 
いる。それは、英語化された授業に（日本語による授業と同等以上の）質の保証が担保され 
てこそ、本質的な価値が存在しうるということである。授業の言語が日本語から英語に置き 
換わったというだけでなく、「価値の源泉である授業内容そのものが、英語で完全に伝え 
きれているか」という質の保証について問われる必要がある。このためには、細部を突き 
詰めた実証的な研究が不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 
 
日本人教員はじめ非英語母語者が、専門分野の授業を英語化する場合、授業の英語化と 
授業の質（レベル）維持･向上を両立させるためには、解決すべき多くの問題がある。 
この課題に対処するため、理工系における授業の英語化を対象に、「モチベーション 
（教員側にも焦点）」「授業の質」「相互理解度の高い英語変種（ELF）」を 3 つの基軸と 
して、それらの因果関係･相互作用と時間的な展開を分析し、質の保証をともなった授業 
の英語化を達成するためのメカニズムを解明する。そして、時間軸を組み込んだ、現実妥 
当性の高い「授業の英語化プログラム」を新たに構築し、最終的には多くの大学や他分野 
への応用･展開を図ることで、大学教育の国際化と質保証の確立に寄与することを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
理工系分野において、英語化された授業の「質（レベル）」の検証は進んでおらず、喫 
緊の課題である。英語化が授業内容の劣化をもたらせば、本末転倒といえる。これについ 
て実証的に研究するために、授業録画、聞き取り･アンケート調査（教員･学生）をおこな 
い、授業を英語化する前と後での授業理解度の変化、英語で説明･理解が難しい内容 
項目、 英語化によるメリット・デメリットと認識される点などを調査する。これにより、 
授業理 解度と相関度の高い要因を特定し、それらを改善して授業の質向上につなげる 
こと ができる。 
 
 
４．研究成果 
 
理工系の専門科目授業を担当する教員は、授業の英語化にあたって、ネイティブ･スピー 
カーの英語を規範とすることが多い。しかしながら、「授業内容の伝達」を主眼とする場合、 
ネイティブ英語への志向から脱して、「相互理解度の高い英語能力」が求められる。近年、 
ELF（共通語としての英語、English as a Lingua Franca）の研究において、英語を母語 
としない話者が使う共通媒介言語としての英語が探究されており、これは理工系の専門科目 
授業を英語化する際の基盤となりうる。ELF 研究では、共通核（典型的･中核的用法の多用、 
周辺的･重複的用法の脱落、簡略化その他）の解明や、ビジネス･人文社会科学の学術分野で 
の実証的な研究が蓄積されてきているが、理工系の授業に特化した実証研究をおこなった。 
本研究では、ELF の共通核のうち理工系の授業で重要度が高いもの、理工系に特有のス 
トラテジー（数値･図表･公式･略語の活用、言い換えなど）、日本人英語の特徴のなかで 
理工系授業での相互理解度を高めるものなどを明らかにすることで、ELF の概念や成果を 
理工系分野の授業の場で具体化した。 
 また、①共通語としての英語 ②EMI 参加者のモチベーション ③日本人英語の特徴や実態につ
いて研究が進展するうちに、英語化された授業の場（オンラインを含む）におけるコミュニケー
ションの問題が浮上し、授業参加者に、英語を母語とする話者とそうでない話者が混在している 
場合、ネイティブ話者と非ネイティブ話者の調整がおこなわれなければ、授業が円滑に進行しな



いということが明らかになってきた。こうしたコミュニケーションの問題が浮上したが、コミュ
ニケーション不全の問題は、授業に限らず、社会全体の言語使用や情報伝達の問題を解決する方
策を考える上でも、重要である。今後は、言語・文化全般にわたる課題の一現象と捉え直すこと
で社会的な貢献についても追究していきたい。    
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